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１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

本町においては、ＪＲ四国が運行する鉄道（土讃線）、高知高陵交通及び

四万十交通の路線バス、コミュニティバス、そしてタクシー事業者が公共

交通として運行している。  

コミュニティバスは平成 25 年より地域内の公共交通空白地区の解消を

主たる目的として運行しており、独自の移動手段を持たない人の通院や買

い物、楽しみのためのおでかけなど、生活に必要な移動手段として活用さ

れている。  

地域との対話を通じた路線再編は重要度が高いと考えており、令和 2 年

には、いったん休止していた大野地区への運行（萩原・大野線）を、地区か

らの要請を受けて再開させたり、地区の要望を受けて上ノ加江地区に新た

なコミュニティバス路線上ノ加江路線の運行を開始させたりしている。ま

た、役場新庁舎の開庁に合わせ、コミュニティバスを含めた全ての路線バ

スの運行経路を役場新庁舎経由とするなど、地域の状況に合わせて公共交

通ネットワークのかたちも変化させている。  

久礼地区内のコミュニティバスは中心部と郊外部をつなぐ生活交通路線

として、大野見地区と上ノ加江地区内では、幹線系統として機能する路線

バスと接続するフィーダー系統として、それぞれ地域住民の生活を支えて

いる。  

地域の移動ニーズの変化に対応し、町民の誰もが生活に必要となる移動

手段の確保につなげていくためにも、コミュニティバスの運行は必要不可

欠な存在となっている。  

 

 

写真：中土佐町コミュニティバスを使ったおでかけイベント時の様子  
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２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（1）事業の目標 

コミュニティバスが地域幹線となる高知高陵交通の路線バスや鉄道と連

携することで、地域だけでなく広域での移動が実現した地区が増加した。  

もともと高齢者の公共交通利用を支える取り組みを進めていたこともあ

り、ハード及びソフト面も連携して多くの高齢者が公共交通を使って必要

な移動を行っている。  

平成 31 年 3 月策定した中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交

通計画）において、それらを定量的に検証するための指標として次の通り

設定している。  

 

① 中土佐町コミュニティバスの年間利用者数を維持させる 

町内の端末交通手段を担うコミュニティバスが、地域の移動ニーズを反映した運行を

行うことで、移動制約者であっても自宅から外出できるようになり、交通結節点での乗

り換えを通じてさらに便利に移動できるようになる。自宅からの外出を促すコミュニテ

ィバスの利用者数を積算し、人口減少を加味した上で年間利用者数が前年実績を下回ら

ないことを目標とする。 
定量的な目標 

コミュニティバスの年間利用者数（4月～翌年 3月）が、前年度実績を下回らない。 

当初の指標値（令和 4年 4月～令和 5年 3月間の利用者数）は、7,332人となってい

るので 7,350人以上とする。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画）  P111 参照］ 

 

② 中土佐町内の路線バスの年間利用者数を維持させる 

各地における意見交換会や利用者懇談会を行うことで、町内各地の路線バスやコミュ

ニティバスの利用喚起につながり、その結果として路線バス及びコミュニティバスの利

用者が増加すると考える。ただし、地域全体が人口減少傾向にあることから、前年実績

を下回らないことを目標とする。 
定量的な目標 

コミュニティバスと路線バスの町内における年間乗降者数（4月～翌年 3月）が、前

年度実績を下回らない。 

当初の指標値（令和 4年 4月～令和 5年 3月間の利用者数）は、49,090人となって

いるので 49,100人以上とする。 

（高知高陵交通：32,999人、四万十交通：8,759人、コミュニティバス：7,332人） 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画）  P111 参照］ 
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③ 公共交通を使ったおでかけイベントの参加者数を増加させる 

公共交通を使った高齢者のお出かけイベントへの参加者数を設定するとともに、イベ

ントを仕掛ける回数も増やしていく。この取り組みを通じて、イベント参加者数が増加

していくことは公共交通利用者の裾野を拡げる取り組みであると考える。 
定量的な目標 

高齢者を対象としたお出かけイベントの定期開催の参加者数を毎年集計し、その参加

者数が前年度と比較して 5％を超えて増加していくことを目標とする。 

初年度（2019年 4月～2020年 3月）に 6地区で開催し、各地区の参加者を 6人と設

定し、初年度を 36人と設定する。 

 

今回指標値は 36人（これまで満足に開催できていないため、初年度と同じ値） 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画）  P112 参照］ 

 

 

④ 交通ＩＣカードですかの所持者を増やす 

路線バスでのお出かけに便利なＩＣカードですかの所有者が増えることは、それだけ

路線バスの利用増加に寄与するものと考える。特に高齢者がＩＣカードですかを所持す

ることはメリット（バス利用の動機、ですかポイント）も大きいことから、高齢者の外

出が増え、元気な高齢者の増加につながると考える。 
定量的な目標 

町内でＩＣカードですか（記名式）を所有する人の数が、前年度と比較して 5％を超

えて増加していくことを目標とする。 

今回指標値は、102人（前年度実績は 97人） 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画）  P113 参照］ 
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（2）事業の効果 

〇 現在移動手段を持たず、日常生活の維持に支障を来していた高齢者などが、買い物
や通院、その他の用事のために、他人に気を遣うことなく移動し、用事を済ませる

ことができるようになる。  
〇 フィーダー系統の充実により、既存のバス路線やＪＲなどに接続して利用すること
で、既存の公共交通網の利用促進が期待される。  

〇 曜日を限定した集落単位の移動手段となることにより、車内で顔見知りと会う機会
が増える。このため、主な利用者となる高齢者の介護予防につながることや、集落

内のコミュニケーション促進から、地区内の人のつながり強化が期待できる。さら

に、これまで以上に人との会話が増えることから、このバスを利用すること自体が

楽しみとなり、バス利用の相乗効果が期待できる。  
○ 生活のための移動手段確保として、自家用車の運転に自信を持てなくなった高齢者
であっても、その日の体調と相談しながら移動手段を選択したり、思い切って運転

免許証の自主返納をしたりするなど、複数の移動手段を利用できる環境が整ってい

ることにより、地域の交通安全確保につながる。     
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３．２.の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

①  乗り換えを意識した路線バス運行ダイヤの設定［中土佐町・交通事業者］ 

○ 高知高陵交通と四万十交通、コミュニティバスが高齢者にも無理なく乗り換えなどの

バス利用ができるように、ダイヤ調整を行うための協議体を整え、現場の意見を踏ま

えたダイヤ調整に取り組む。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P92］  

 

 

②  久礼地区中心部におけるサロン型バス待合所の検討［中土佐町］  

○ 路線バスやコミュニティバスで久礼地区中心部におでかけした人や、中心部で乗り換

えをする人が、待ち時間をおしゃべりして過ごすなど、楽しく快適に待つことができ

る待ち合い所の整備を検討する。バス待ちに関係なく、近所の人がサロン的に集まる

こともできる施設とする。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P93］  

 

 

③  全ての公共交通を網羅した時刻表の作成［中土佐町・交通事業者］  

○ 町内の全ての公共交通機関を掲載した時刻表を作成する。制作にあたっては、路線図

と合わせて表示することで、土地勘のない来訪者（観光客など）や公共交通に慣れて

いない町民でも、わかりやすい内容とする。また、訪日外国人を含め、多様な来訪者

に対応できるように、英語表記を加えるなど配慮を行う。 

○ 全ての公共交通を網羅した時刻表として、冊子とＷＥＢで発信する。運行情報に変更

がある時は、事前に情報の更新作業を行い、改正前の周知に取り組む。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P95］  

 

 

④  地区別意見交換会の定期開催［中土佐町］  

○ 移動手段確保をテーマに、町内の地区を開催単位として、年に 1回以上全ての対象地

区において意見交換を実施し、得られた意見や要望、不満などを整理し、公共交通網

の改善に反映するとともに、公共交通を利用していない住民に対する利用喚起の場と

しても活用する。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P99］  
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⑤  公共交通利用者懇談会の定期開催［中土佐町］  

○ 町内の公共交通を利用している人に集まってもらい、鉄道や路線バス、コミュニティ

バス、そしてタクシーに対する意見や要望、不満などを引き出し、実際の運行再編に

反映させる。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P100］  

 

 

⑥  高齢者を対象としたお出かけイベントの定期開催  

［中土佐町･社会福祉協議会･中土佐ハイヤー］  

○ あったかふれあいセンター事業などの高齢者の集まりや、地区の会合、地区住民のグ

ループなどに呼びかけ、特に高齢者の公共交通を使ったおでかけをイベントとして実

施する。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P101］  

 

 

⑦  地区別に高齢者を対象としたバス乗り方教室の開催［中土佐町･社会福

祉協議会･交通事業者］  

○ あったかふれあいセンター事業などの高齢者の集まりや、地区の会合、地区住民のグ

ループなどに呼びかけ、バスの乗り方教室を開催する。実際に交通事業者の車両を持

ち込み、車内手すりやステップの使い方、ＩＣカードですかの利用方法などを、体験

を通して認識してもらう。 

［中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通計画） P102］  
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４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び

運行予定者 

 

１．営業区域  高岡郡中土佐町内  

２．運行の態様  乗合運行  路線定期運行  

３．運送の区間  各路線とも、予め指定するバス停留所で乗降。  

ただし、制限のない場所においては停留所以外でも乗降

可能  

４．運賃  １人１乗車  大人： 100 円（中学生以上）   

      小人：  50 円（小学生）  

      未就学児は大人 1 人に付き、 1 人まで無料  

５．利用対象者  制限無し  

６．運行日  久礼地区と大野見地区、上ノ加江地区を運行区域とし、

路線毎に運行曜日を限定して運行している。  

曜日  久礼地区  大野見地区  上ノ加江地区  

月曜  萩原･大野線  下ル川線  上ノ加江線  

火曜  楠ノ川線  萩中線   

水曜  長沢･大坂線  高樋線   

木曜  萩原･大野線  萩中線  上ノ加江線  

金曜  楠ノ川線  下ル川線   

土曜  長沢･大坂線  高樋線   
 

７．乗降場所  制限場所を除いて、フリー乗降可能。  

８．運行予定者 （有）中土佐ハイヤー  

所在地  高知県高岡郡中土佐町上ノ加江 2417 番地 1 

会社名  有限会社  中土佐ハイヤー  

代表者  代表取締役  岡  幸正  

連絡先  TEL： 0889-54-1234／ FAX： 0889-54-1235 

 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

中土佐町から運行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫補

助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとしている。  
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６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

(有 )中土佐ハイヤー  

 

 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

実際の利用者数については、乗務員による停留所毎の乗降者数の記録を行う。 
また、利用者満足度や課題の抽出については、毎年利用者や沿線地区住民からの意見や

感想などを直接うかがう地区別意見交換会を開催するとともに、必要に応じて車両内に

アンケート用紙と回収箱を備置する。  
① 乗務員による停留所毎の乗降者数の記録集計 

② 利用者を含む地区住民を対象とした地区別意見交換会の開催（毎年開催） 

③ 公共交通利用者懇談会における利用者との意見交換 

④ 必要に応じて車内にアンケート及びアンケート回収箱を設置し、随時回収   
８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たり

の運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

「該当なし」 
 

 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町

村に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

「該当なし」 
 

 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期

及びその他特記事項 

「該当なし」 
 

 

11．外客来訪促進計画との整合性 

「該当なし」   
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12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

表５を参照 
 

 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

「該当なし」  
 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

「該当なし」 
 

 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要す

る費用の負担者 

「該当なし」 
 

 

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業にお

ける収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両

を活用した利用促進策） 

「該当なし」   
17．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

「該当なし」   
18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

「該当なし」   
19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負

担額 

「該当なし」   
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20．協議会の開催状況と主な議論 

平成 30 年度  

開催日  協議事項  
平成 30 年 6 月 15 日  

［第 1 回地域公共交通会議］ 

◇久礼地区のフィーダー系統について、路線

及び運行ダイヤについて大幅な再編を行

うことについて  

◇地域公共交通確保維持改善事業（地域内フ

ィーダー系統確保維持計画）について  
◇地域公共交通網形成計画の策定について  

平成 30 年 12 月 18 日  

［第 2 回地域公共交通会議］ 

◇中土佐町が取り組むべき基本方針案につ

いて  

◇上ノ加江地区における公共交通空白地区

の解消に向けた取り組み案について  
◇平成 30 年度生活交通確保維持改善計画事

業評価について  

平成 31 年 2 月 28 日  

［第 3 回地域公共交通会議］ 

◇中土佐町地域公共交通網形成計画（素案）

について  

平成 31 年 3 月 28 日  

［第 4 回地域公共交通会議］ 

◇中土佐町地域公共交通網形成計画（案）の

策定について（書面協議）  

 

令和元年度  

開催日  協議事項  
令和元年 6 月 21 日  

［第 1 回地域公共交通会議］ 

◇生活交通確保維持改善事業（地域内フィー

ダー系統確保維持計画）について  
◇地域公共交通網形成計画に係る取り組み

について  

◇上ノ加江地区におけるコミュニティバス

新路線について  

令和元年 10 月 30 日  

［第 2 回地域公共交通会議］ 

◇令和 2 年度中土佐町コミュニティバス運

行概要の変更について（書面決議）  
令和 2 年 1 月 22 日  

［第 3 回地域公共交通会議］ 

◇令和元年度地域公共交通確保維持改善事

業に関する事業評価について（書面決議）   
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令和 2 年度  

開催日  協議事項  
令和 2 年 6 月 25 日  

［第 1 回地域公共交通会議］ 

◇コミュニティバスの再編案について  
◇生活交通確保維持改善事業（地域内フィー

ダー系統確保維持計画）について  
  →  承認  
◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る取り組みについて  

令和 2 年 11 月 6 日  

［第 2 回地域公共交通会議］ 

◇役場庁舎移転に係る町内のバス路線再編

について  

 →  承認  

◇役場庁舎移転に伴う運賃について  

 →  承認  

◇町内のバス停名称の変更及び新設につい

て  

 →  承認  
令和 3 年 1 月 21 日  

［第 3 回地域公共交通会議］ 

 

◇地域公共交通確保維持改善事業・事業評価  

 →  承認  

◇中土佐町役場バス乗り場現地視察  

◇中土佐町役場での乗り継ぎについて  

◇広報について   
令和 3 年度  

開催日  協議事項  
令和 3 年 6 月 23 日  

［第 1 回地域公共交通会議］ 

◇路線バスのダイヤ改正について  
  →  承認  
◇生活交通確保維持改善事業（地域内フィー

ダー系統確保維持計画）について  
  →  承認  
◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る取り組みについて  

  →  承認  
令和 4 年 1 月 18 日  

［第 2 回地域公共交通会議］ 

◇地域公共交通確保維持改善事業・事業評価  

 →  承認    
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令和 4 年度  

開催日  協議事項  
令和 4 年 6 月 24 日  

［第 1 回地域公共交通会議］ 

◇路線バス（四万十交通）の運行概要変更に

ついて  
  →  承認  
◇路線バスの運行概要変更に伴う協議運賃

について  
  →  承認  
◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る評価指標の検証  

  →  承認  
◇中土佐町コミュニティバスの再編について  

  →  承認  
◇楠ノ川線新規運行区間を同一補助対象系

統として扱うことについて  

  →  承認  
◇中土佐町生活交通確保維持改善計画につ

いて  

  →  承認  
◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る取り組み  

  →  承認  
令和 5 年 1 月 11 日  

［第 2 回地域公共交通会議］ 

（書面により開催）  

 

◇地域公共交通確保維持改善事業・事業評価  

 →  承認  

 
令和 5 年度  

開催日  協議事項  
令和 5 年 6 月 24 日  

［第 1 回地域公共交通会議］ 

◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る評価指標の検証  
  →  承認  
◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る取り組み  
  →  承認  
◇地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る評価指標の検証  

  →  承認  
◇中土佐町コミュニティバスの再編について  

  →  承認（予定）  
◇中土佐町生活交通確保維持改善計画につ

いて  

  →  承認  
◇地域公共交通計画の策定について  

  →  承認    
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21．利用者等の意見の反映状況 

利用者及び地区からの要望や意見 その対応及び反映状況 

■ 楠ノ川線の楠ノ川バス停について 

楠ノ川バス停を毎週利用してくれてい

た男性の利用がなくなった。楠ノ川地区

内で個別にヒアリングして回った結果、

「これまでは車をよく利用していたが、

高齢になったこともあり、コミュニティ

バスの利用機会を増やしていきたい」と

いう要望が出された。 

 

新たにコミュニティバスの利用を考えて

いるという住民宅近くに楠ノ川バス停を

移設し、折り返し運行とする。 

■ 上ノ加江線の池バスについて 

池バス停には一軒の民家があり、そこ

の住民との意見交換において、「現在は自

動車を利用しており、コミュニティバス

を利用することはない。」「燃料がもった

いないので、池バス停を廃止して欲しい」

と要望が出された。 

 

池バス停が利用を想定する住宅からの要

請であるため、要請どおり池バス停を廃

止とし、路線の付け替えを行う。 
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22．協議会メンバーの構成員 

設置要項に掲げる者 所属・職名・氏名 

① 中土佐町長 
又はその指名する者 中土佐町長 池田 洋光 

中土佐町副町長 三本 重幸 
② 一般乗合旅客自動車 

運送事業者 高知高陵交通（株） 代表取締役 戸田 政克 
（株）四万十交通 代表取締役 吉岡 真佐人 

③ 一般乗用旅客自動車 
運送事業者 （有）中土佐ハイヤー 取締役 岡 幸正 

④ 社団法人高知県バス協会 （社）高知県バス協会専務理事 松山 明夫 
⑤ 住民又は利用者の代表 中土佐町久礼地区利用者 井上 利彦 

中土佐町上ノ加江地区利用者 吉原 惠子 
中土佐町矢井賀地区利用者 中沢 孝子 
中土佐町大野見地区利用者 井口 和香子 
中土佐町大野見地区利用者 北島 静 

⑥ 高知運輸支局長 
又はその指名する者 高知運輸支局首席運輸企画専門官 山本 圭 

高知運輸支局首席運輸企画専門官 宮野 広至 
⑦（２）事業用自動車の 

運転者が組織する団体 該当なし － 
⑧ その他交通会議が 

必要と認める者 須崎土木事務所維持管理課長 佐野 幸一郎 
須崎警察署交通課長 楠永 晋也 
高知県中山間振興・交通部 

交通運輸政策課チーフ 横山 厚史  中土佐町社会福祉協議会 坂井 貞嗣 
 

 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】  

住  所  高知県高岡郡中土佐町久礼 6663-1 

所  属  中土佐町役場  まちづくり課  

氏  名  小野山  盛太  

電  話  0889-52-2365 

e-mail machi@town.nakatosa.lg.jp 


